
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
９
７
回 

 
行
仙
宿
小
屋
に
雨
戸
・
格
子
の
設
置
と
腐
っ
た
胴
縁
取
替
工
事 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
９
月
２
６
日
（
土
）
２
７
日
（
日
）
晴 

 ◇
参
加
者
：
木
下
棟
梁
、
沖
崎
吉
信
、
生
熊
敏
男
、
濱
野
兼
吉
、
梶
野
照
雄 

５
名
（
宿
泊
） 

 
 
 
 
 

２
６
日
日
帰
り
；
畑
林
秀
味
・
清
子
、
山
川
治
雄 

 

３
名 

 
 
 
 
 

２
７
日
日
帰
り
；
松
本
吉
殖
、
畑
林
清
子
、
大
江
加
予
子
、
山
川

治
雄
・
自
知
、
脇
浜
ガ
ラ
ス
店
２
名 

７
名 

  

我
々
の
現
活
動
は
玉
岡
相
談
役
を
は
じ
め
と
し
た
諸
先
輩
方
の
大
変
な
ご

苦
労
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
玉
岡
さ
ん
は
満
９
５
歳
を
過
ぎ
た
今
で

も
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
つ
い
て
の
維
持
管
理
活
動
に
つ
い
て
、
時
代
の
変

遷
、
会
員
の
動
向
を
踏
ま
え
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
常
に
気
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る

し
、
我
々
に
対
し
て
時
折
厳
し
い
注
文
も
あ
る
。
今
回
の
雨
戸
取
付
も
そ
の
一

環
で
あ
る
。 

出
来
る
こ
と
か
ら
応
じ
る
べ
き
、
と
今
年
６
月
ご
ろ
か
ら
準
備
を
始
め
た
。 

６
月
２
４
日
、
沖
崎
、
畑
林
（
秀
）、
梶
野
の
３
人
に
松
本
板
金
さ
ん
に
も
同

行
い
た
だ
き
行
仙
宿
へ
出
向
く
。
採
寸
と
取
付
方
法
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
雨
戸

に
す
る
か
を
検
討
し
た
。
当
初
は
会
員
の
み
で
取
り
付
け
が
可
能
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
外
壁
ト
タ
ン
の
下
に
雨
戸
の
枠
を
取
り
付
け
る
た
め
の
木
材
が
必
要

だ
と
判
り
、
木
下
棟
梁
の
助
け
を
借
り
る
必
要
が
あ
っ
た
。
雨
戸
の
種
類
に
つ

い
て
は
、
一
番
多
用
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
式
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
の
結
論

に
な
っ
た
。
帰
新
後
、
木
下
棟
梁
に
お
会
い
し
て
事
情
説
明
し
快
く
引
き
受
け

て
頂
い
た
。
そ
の
足
で
脇
浜
ガ
ラ
ス
店
へ
二
人
で
出
向
き
発
注
を
行
う
。
傍
で

聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
素
人
が
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

雨
戸
の
取
付
下
地
の
完
成
後
に
脇
浜
ガ
ラ
ス
店
さ
ん
に
も
現
場
に
来
て
い
た

だ
い
て
取
り
付
け
作
業
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
段
取
り
を
終
え
た
。 

 

９
月
に
入
っ
て
も
残
暑
が
続
き
、
木
下
棟
梁
の
体
調
面
も
あ
っ
て
工
事
は
涼

し
く
な
る
で
あ
ろ
う
９
月
中
旬
以
降
に
行
う
こ
と
に
し
た
。 

工
事
日
ま
で
に
、
８
月
９
日
雨
戸
部
材
９
梱
包
と
ア
ル
ミ
格
子
、
足
場
板
を
１

５
名
で
荷
揚
げ
。
９
月
１
３
日
に
下
地
と
な
る
角
材
１
０
本
と
棟
梁
の
大
工
道

具
な
ど
を
荷
揚
げ
し
た
。
雨
戸
工
事
は
９
月
１
８
日
（
金
）
１
９
日
（
土
）
、

予
備
日
を
２
５
日
（
金
）
２
６
日
（
土
）
に
行
う
こ
と
と
し
た
。 

 

９
月
に
な
っ
て
台
風
の
発
生
な
ど
で
不
安
定
な
お
天
気
が
続
き
、
当
初
予
定

の
１
８
日
、
１
９
日
は
雨
の
予
報
で
延
期
し
た
。
以
後
の
週
間
予
報
で
も
お
天

気
は
芳
し
く
な
い
が
、
予
備
日
と
し
て
い
た
２
５
日
、
２
６
日
に
実
施
の
方
向

で
準
備
し
た
。
２
５
日
の
予
報
が
完
全
に
雨
に
な
り
、
２
６
日
、
２
７
日
が
張

れ
る
予
報
に
な
っ
た
。
３
日
前
に
２
６
日
、
２
７
日
の
二
日
間
で
工
事
す
る
こ

と
を
決
め
、
皆
さ
ん
へ
の
連
絡
な
ど
を
行
っ
た
。 

 

予
報
通
り
２
５
日
（
金
）
は
新
宮
で
一
時
間
雨
量
が
１
０
０
㎜
を
越
え
る
豪

雨
と
な
り
、
我
が
家
も
浸
水
寸
前
と
な
っ
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
被
害
は
な
い

か
？
Ｒ
４
２
５
は
通
行
で
き
る
か
？
な
ど
最
後
ま
で
ヤ
キ
モ
キ
の
連
続
だ
っ

た
。
幸
い
紀
伊
半
島
南
東
部
だ
け
の
豪
雨
で
、
下
北
山
村
付
近
は
普
段
の
雨
と

変
わ
ら
ず
被
害
は
全
く
無
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 

【
９
月
２
６
日
（
土
）】 

 

朝
７
時
、
畑
林
秀
味
・
清
子
さ
ん
の
二
人
が
先
行
し
て
出
発
。
８
時
、
沖
崎



車
に
４
人
が
乗
っ
て
出
発
し
た
。
９
時
半
少
し
前
に
登
山
口
で
山
川
さ
ん
と
合

流
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
生
熊
さ
ん
と
木
下
棟
梁
が
乗
り
、
荷
物
を
満
載
し
て
登
っ

て
行
っ
た
。
な
お
梶
野
君
は
今
日
亡
母
の
法
要
が
午
前
中
に
あ
り
、
行
仙
宿
の

到
着
が
午
後
３
時
過
ぎ
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

雨
戸
取
付
の
下
地 

 
 

 

雨
水
侵
入
で
腐
っ
た
胴
縁 

テ
ー
ブ
ル
一
杯
の
食
材 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
で
各
自
背
負
子
に
荷
を
分
担
し
て
１
０
時
半
前
に
行
仙

宿
に
着
い
た
。
早
速
工
事
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
ま
ず
足
場
を
作
る
。
脚
立
を

両
側
に
立
て
て
足
場
板
を
２
枚
重
ね
で
渡
す
。
犬
走
り
は
東
側
に
傾
斜
し
て
い

る
の
で
、
水
平
を
保
つ
た
め
に
砂
袋
を
低
い
方
に
置
い
た
。
足
場
板
に
登
っ
て

み
た
が
安
定
し
て
い
る
の
で
安
心
し
た
。 

棟
梁
の
指
示
で
北
側
の
窓
周
囲
の
ト
タ
ン
板
を
剥
が
す
。
足
場
に
は
２
人
し
か

立
て
な
い
の
で
、
沖
崎
、
畑
林
が
上
部
を
、
生
熊
、
濱
野
の
２
名
が
下
部
の
釘

を
抜
く
。
や
っ
て
み
る
と
思
っ
た
よ
り
簡
単
に
釘
が
抜
け
る
。
３
０
分
位
で
釘

を
抜
き
終
わ
り
、
ト
タ
ン
板
に
番
号
を
書
き
、
再
取
付
の
時
に
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
し
た
。
ト
タ
ン
板
を
剥
が
し
て
み
て
判
っ
た
こ
と
だ
が
、
窓
サ
ッ
シ
の

縦
左
右
の
隙
間
か
ら
雨
水
が
入
り
込
み
、
胴
縁
が
腐
っ
て
釘
が
外
れ
て
い
る
箇

所
が
あ
っ
た
。
柱
に
も
腐
っ
て
い
る
所
が
あ
っ
た
が
表
面
だ
け
で
芯
は
し
っ
か

り
し
て
い
て
大
事
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

夕
食
始
ま
る 

 
 
 
 

 

本
日
の
宿
泊
者 

 
 
 
 

 
 

懇
談
が
続
く 

 

ト
タ
ン
板
を
剥
が
し
終
え
、
棟
梁
が
雨
戸
の
下
地
と
な
る
角
材
を
窓
の
周
り

に
取
付
け
る
。
同
時
に
腐
っ
た
胴
縁
を
切
り
取
り
新
し
い
も
の
と
交
換
し
た
。 

 

北
側
の
雨
戸
下
地
の
作
業
が
終
わ
り
昼
食
。
午
後
は 

南
側
の
窓
に
雨
戸
の

取
付
下
地
を
作
る
。
南
側
の
窓
サ
ッ
シ
左
右
に
も
同
様
の
腐
食
が
あ
っ
た
。 

窓
上
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
収
納
部
分
を
除
い
て
ト
タ
ン
板
を
戻
す
。
一
部
を
露
出
し

て
い
る
の
は
、
明
日
、
雨
戸
取
付
時
に
工
事
人
に
下
地
を
見
せ
る
た
め
だ
そ
う

だ
。 

 
３
時
頃
に
は
２
ヶ
所
の
雨
戸
下
地
の
工
事
は
完
了
し
た
。
窓
サ
ッ
シ
左
右
の

雨
水
侵
入
に
よ
る
腐
食
が
発
覚
し
た
の
で
、
カ
マ
ド
上
の
窓
と
行
者
堂
の
窓
に

も
同
様
の
腐
食
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
ト
タ
ン
を
剥
が
し
て
み
た
。
や
は
り
ど

ち
ら
も
腐
り
が
あ
っ
た
。
カ
マ
ド
上
の
窓
に
は
暖
か
さ
も
あ
る
の
か
、
ア
リ
（
シ



ロ
ア
リ
で
は
な
い
）
が
巣
を
作
っ
て
い
た
。
腐
っ
た
部
分
を
切
り
取
り
新
し
い

材
料
で
補
強
し
て
ト
タ
ン
板
を
戻
し
た
。 

３
時
頃
に
は
梶
野
君
も
入
宿
し
、
５
時
過
ぎ
か
ら
夕
食
準
備
を
始
め
た
。 

畑
林
君
差
し
入
れ
の
マ
グ
ロ
の
せ
せ
り
、
生
熊
さ
ん
か
ら
イ
カ
の
一
夜
干
し
、

濱
野
君
か
ら
イ
モ
の
茎
、
棟
梁
か
ら
ア
ジ
の
干
物
に
加
え
持
参
の
お
で
ん
、
イ

カ
、
タ
イ
、
ア
ジ
な
ど
の
お
造
り
な
ど
の
山
海
の
珍
味
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、

高
級
料
亭
の
様
な
大
宴
会
が
始
ま
っ
た
。 

大
阪
吹
田
市
か
ら
の
宿
泊
者
一
名
を
招
き
入
れ
、
６
人
で
棟
梁
の
行
仙
宿
小
屋

建
設
時
の
苦
労
話
も
肴
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
明
日
の
作
業
も
あ
る
の
で

午
後
８
時
過
ぎ
に
床
に
就
く
。
梶
野
君
は
夜
中
何
度
か
起
き
て
薪
の
補
充
を
や

っ
て
く
れ
た
。
小
屋
内
は
２
２
℃
に
保
た
れ
、
寒
さ
は
無
く
熟
睡
で
き
た
。 

 

【
９
月
２
７
日
（
日
）】 

 
 

 
 

 

起
床 

 
 
 
 

 
 
 

カ
マ
ド
窓
の
下 

 
 

 

腐
っ
て
無
く
な
っ
て
い
た 

 

明
け
方
４
時
前
か
ら
宿
泊
者
が
ガ
サ
ガ
サ
と
出
発
準
備
を
は
じ
め
、
い
つ
も

と
同
様
に
早
く
目
が
覚
め
る
。
明
る
く
な
っ
た
６
時
過
ぎ
か
ら
朝
食
準
備
を
始

め
、
発
電
機
を
動
か
し
て
サ
ト
ー
の
ご
は
ん
を
電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
、
干
物
、

味
噌
汁
、
海
苔
、
漬
物
で
典
型
的
な
日
本
の
朝
食
を
済
ま
せ
る
。
梶
野
君
は
「
立

派
な
朝
食
だ
」
と
満
足
し
て
い
た
。 

 

６
時
に
新
宮
を
出
発
し
て
い
る
脇
浜
ガ
ラ
ス
店
の
２
人
迎
え
る
た
め
に
７

時
に
沖
崎
が
登
山
口
に
降
り
る
。
予
定
通
り
２
人
は
７
時
半
に
登
山
口
に
到
着

し
、
モ
ノ
レ
ー
ル
で
再
び
登
っ
て
８
時
に
行
仙
宿
に
着
く
。 

管
理
棟
か
ら
小
屋
内
に
移
し
て
い
た
雨
戸
の
梱
包
を
解
い
て
組
立
作
業
に
着

手
し
た
。 

今
日
の
日
帰
り
組
、
松
本
、
畑
林
（
清
）
、
大
江
、
山
川
親
子
の
皆
さ
ん
も
９

時
半
～
１
０
時
前
に
は
行
仙
宿
に
到
着
。
松
本
さ
ん
は
多
く
の
重
い
工
具
を
持

参
さ
れ
た
が
、
雨
戸
の
組
立
・
取
り
付
け
は
サ
ッ
シ
の
専
門
職
に
任
せ
て
西
側

窓
周
り
の
点
検
を
し
て
頂
い
た
。
西
側
は
釘
も
し
っ
か
り
止
ま
っ
て
い
て
、
胴

縁
の
ク
サ
リ
は
無
い
、
と
言
う
こ
と
で
一
安
心
。
窓
サ
ッ
シ
の
コ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
頂
い
た
。 

 

今
日
は
１
０
名
の
会
員
が
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
作
業
は
サ
ッ
シ
屋
さ

ん
２
人
と
木
下
棟
梁
が
メ
イ
ン
で
、
我
々
は
見
守
る
か
脚
立
を
押
さ
え
る
位
の

こ
と
し
か
出
番
が
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
無
駄
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る

の
で
、
昼
食
を
挟
ん
で
次
の
よ
う
な
作
業
を
行
っ
た
。 

◎
行
者
堂
横
の
榾
木
撤
去 

◎
薪
造
り
と
整
理 

◎
薪
置
き
場
２
ヶ
所
増
設
（
榾
木
が
あ
っ
た
場
所
と
三
差
路
） 

◎
荘
川
桜
鹿
除
け
の
た
め
第
２
ベ
ン
チ
下
の
ネ
ッ
ト
回
収 

◎
小
屋
内
の
清
掃
・
整
理
（
女
性
陣
） 

◎
ト
イ
レ
便
槽
点
検 



サ
ッ
シ
屋
さ
ん
の
作
業
も
見
守
っ
て
い
た
が
、
組
立
・
取
り
付
け
に
か
か
っ
た

時
間
よ
り
、
取
り
付
け
た
後
の
処
置
に
手
間
が
か
か
る
よ
う
で
、
取
り
付
け
た

後
の
時
間
の
方
が
長
か
っ
た
よ
う
だ
。
昼
食
ま
で
に
北
側
の
雨
戸
が
完
了
し
昼

食
も
そ
こ
そ
こ
に
南
側
に
取
り
掛
か
り
午
後
２
時
前
に
終
了
し
た
。 

 
 

 
 

 

雨
戸
枠
組
立
完
了 

 
 

格
子
は
短
時
間
で
取
り
付
け 

 

雨
戸
枠
の
取
り
付
け 

 

カ
マ
ド
上
の
窓
の
格
子
と
雨
戸
２
ヶ
所
が
完
成
し
た
。
ヤ
レ
ヤ
レ
や
っ
と
出

来
た
。
雨
戸
の
取
り
扱
い
説
明
を
聞
き
、
脇
浜
ガ
ラ
ス
店
の
２
名
は
２
時
過
ぎ

に
下
山
さ
れ
た
。 

全
員
で
後
片
付
け
を
行
い
、
午
後
３
時
過
ぎ
に
下
山
、
梶
野
君
は
帰
り
道
に
池

郷
林
道
に
入
っ
て
崩
落
の
状
態
を
確
認
し
て
く
る
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
。 

そ
の
日
の
夜
に
連
絡
が
あ
り
「
ゲ
ー
ト
の
少
し
上
で
大
規
模
な
崩
落
が
あ
り
、

林
道
は
通
行
不
能
。
人
力
で
は
何
も
で
き
な
い
」
と
言
う
こ
と
で
、
し
ば
ら
く

池
郷
林
道
は
使
用
で
き
な
い
。 

 

い
や
は
や
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
二
日
間
で
延
１
８
名
の
会
員
に
ご

参
加
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

薪
造
り 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

取
り
付
け
工
事
完
了 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

登
山
口
で
解
散 

 
 
 

池
郷
林
道
の
崩
落
現
場 

最
初
に
雨
戸
の
話
が
玉
岡
さ
ん
か
ら
あ
っ
た
時
、
３
０
年
以
上
幾
多
の
台
風
に

も
耐
え
て
き
て
い
る
し
、
必
要
な
い
の
で
は
？
と
も
思
っ
た
が
、
今
回
の
工
事

で
外
壁
ト
タ
ン
を
剥
が
し
て
い
な
け
れ
ば
胴
縁
の
腐
食
も
わ
か
ら
ず
、
放
置
す



れ
ば
屋
台
骨
の
柱
ま
で
腐
食
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
腐
食
が
進
む

前
に
発
見
・
修
繕
が
出
来
た
こ
と
を
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
れ
で
小
屋
の
耐
用
年
数
が
少
し
延
び
た
と
思
う
。 

 

雨
戸
の
取
り
付
け
は
会
員
の
み
で
行
え
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
木
下

棟
梁
や
松
本
板
金
さ
ん
、
脇
浜
ガ
ラ
ス
店
の
プ
ロ
の
方
々
に
行
仙
宿
に
登
っ
て

頂
い
て
作
業
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
事
は
大
正
解
だ
っ
た
と
思
う
。 

今
後
、
持
経
・
平
治
小
屋
の
窓
サ
ッ
シ
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
る
。 

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
中
、
二
日
間
に
わ
た
る
工
事
・
点
検
・
修
繕
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
木
下
棟
梁
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

(

記
；
沖
崎
、
写
真
；
梶
野) 

  

行
動
タ
イ
ム 

9/26 
09

：25

登
山
口
→10

：27

行
仙
宿
→17

：20
夕
食
→20

：10

消
灯 

9/27 
05

：45

起
床
→06

：15

朝
食
→07

：00

出
迎
え
の
た
め
下
山
→08

：

10

行
仙
宿
→13

：50

雨
戸
工
事
終
了
→15

：05

下
山
開
始
→15
：35

登
山
口 


